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国
際
金
融
危
機
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
「
構
造
的
」
な
理
解
不
足
現
象
・
・
・
・
新
型
「
ド
ル
不
足
」
現
象
解
題
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
（
下
）米
倉
茂
は
じ
め
に
第
Ⅰ
節
「
ド
ル
不
足
」
危
機
説
へ
の
飛
躍
の
頓
挫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168
（
ⅰ
）
旧
来
の
ド
ル
過
剰
危
機
説
か
ら
抜
け
だ
そ
う
と
し
た
「
ド
ル
不
足
」
提
唱
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168
●
ユ
ー
ロ
危
機
の
解
明
に
は
不
可
欠
の
「
ド
ル
不
足
」
現
象
●
自
ら
の
見
解
を
ひ
っ
そ
り
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
風
に
脚
注
で
変
更
●
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
本
邦
老
舗
の
解
題
者
に
対
す
る
不
自
然
な
扱
い
（
ⅱ
）
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
の
解
説
で
「
元
本
割
れ
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
173
●
拙
著
を
参
照
し
な
い
と
行
き
づ
ま
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
解
題
●
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｆ
へ
の
資
金
逃
避
の
内
実
●
肝
心
な
点
で
ツ
ボ
を
は
ず
し
ま
く
る
「
詳
細
な
言
及
」
（
ⅲ
）
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
時
に
お
け
る
Ｍ
Ｍ
Ｆ
と
銀
行
の
対
応
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176
●
Ｍ
Ｍ
Ｆ
資
金
の
流
出
先
の
受
け
皿
に
な
れ
な
い
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
●
外
国
為
替
ス
ワ
ッ
プ
市
場
（
Ｆ
Ｘ
市
場
）
の
話
を
し
な
け
れ
ば
解
題
で
き
な
い
「
ド
ル
不
足
」
問
題
（
ⅳ
）
Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
付
時
に
お
け
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
180
63
●Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
付
に
関
す
る
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
手
順
は
一
覧
す
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
は
ず
●
Ｆ
ｅ
ｄ
が
デ
フ
ォ
ル
ト
資
産
の
支
払
請
求
を
し
な
い
わ
け
●
財
務
省
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
元
本
保
証
を
で
き
る
わ
け
第
Ⅱ
節
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス－
ユ
ー
ロ
成
立
以
降
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
ド
ル
金
融
を
異
常
に
膨
張
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
186
（
ⅰ
）
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
を
知
ら
な
い
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
論
の
帰
結
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
186
●
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
バ
ブ
ル
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
ユ
ー
ロ
経
済
の
礼
賛
●
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
骨
川
筋
衛
門
（
ⅱ
）
国
際
金
融
危
機
が
「
ド
ル
不
足
」
と
し
て
発
現
す
る
経
緯
に
無
理
解
な
文
献
を
典
拠
と
す
る
「
ド
ル
不
足
」
解
題
…
…
…
…
190
●
「
ド
ル
不
足
」
論
の
顛
末－
「
転
石
こ
け
む
さ
ず
」
転
じ
て
「
転
脳
ド
ル
理
解
つ
か
ず
」
●
似
非
「
ド
ル
不
足
」
論
の
極
み－
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
理
解
不
足
の
永
続
性
●
Ｅ
Ｃ
Ｂ
ば
か
り
か
日
銀
ま
で
も
二
〇
〇
七
年
の
ド
ル
供
給
者
に
仕
立
て
あ
げ
る
胆
力
（
以
上
第
四
五
巻
第
五
号
）（
上
）
第
Ⅲ
節
構
造
的
ド
ル
不
足
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解－
「
ド
ル
資
金
不
足
」
は
い
か
な
る
意
味
で
「
構
造
的
」
な
の
か
？
…
…
133
（
ⅰ
）「
ド
ル
資
金
不
足
」
が
「
構
造
的
」
だ
と
す
れ
ば
、
起
こ
り
得
な
い
世
界
的
バ
ブ
ル
・
・
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
の
不
自
然
な
る
参
照
…
133
●
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
と
正
反
対
の
記
述
を
す
る
離
れ
業
●
二
〇
〇
九
年
の
時
点
に
「
未
知
数
の
問
題
」
に
な
る
は
ず
も
な
い
「
ド
ル
不
足
」
現
象
●
「
ド
ル
不
足
」
現
象
も
解
題
で
き
な
い
新
型
「
ド
ル
不
足
」
論
に
な
っ
た
遠
因
（
ⅱ
）
自
身
を
元
祖
ド
ル
不
足
論
者
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
無
謀
な
試
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
141
●
「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」
で
あ
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
は
依
然
と
し
て
な
じ
み
の
薄
い
ま
ま
佐賀大学経済論集 第46巻第1号
64
●ド
ル
に
頼
る
ユ
ー
ロ
銀
行
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
（
ⅲ
）
構
造
的
ド
ル
不
足
論
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
144
●
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
と
は
？
●
「
構
造
的
」
な
「
ド
ル
資
金
不
足
」
と
は
似
て
非
な
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
の
タ
ー
ム
（
ⅳ
）
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
階
段
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
150
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
①
為
替
ス
ワ
ッ
プ
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
の
仕
組
み
の
無
理
解
●
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
理
解
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
②
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
内
実
の
無
理
解
●
表
（
ド
ル
不
足
論
）
と
裏
（
ド
ル
不
足
無
理
解
）
の
境
の
不
明
な
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
（
以
上
第
四
五
巻
第
六
号
）（
中
）
第
Ⅳ
節
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
成
立
ま
で
の
軌
跡
の
改
ざ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67
（
ⅰ
）
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
に
追
い
込
ん
だ
ソ
ロ
ス
も
真
っ
青
・
・
・
時
を
か
け
る
イ
ギ
リ
ス
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
…
…
…
…
…
…
…
67
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
と
も
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
加
入
し
て
い
な
い
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
誤
認
し
続
け
足
か
け
三
〇
年
●
親
の
背
中
を
み
て
子
は
育
つ
・
・
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
も
つ
か
な
い
ユ
ー
ロ
問
題
権
威
の
師
弟
愛
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
景
気
の
動
向
に
も
不
明
な
師
弟
愛
●
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
国
の
中
身
も
お
ぼ
つ
か
な
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
解
題
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
65
●脅
威
の
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
発
揮
・
・
・
い
つ
の
間
に
か
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
●
何
と
同
一
書
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
、
参
加
し
て
い
な
い
と
す
る
往
還
自
在
の
解
題
●
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
誤
解
の
払
拭
・
・
・
欧
州
諸
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
へ
の
関
わ
り
の
経
緯
の
初
学
的
お
さ
ら
い
●
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る
溺
れ
業
・
・
・
イ
ギ
リ
ス
を
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
は
め
る
勢
い
で
、
イ
タ
リ
ア
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
か
ら
は
ず
す
歴
史
的
偽
造
第
Ｖ
節
ユ
ー
ロ
の
制
度
設
計
と
現
実
に
関
す
る
認
識
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81
（
ｉ
）
立
派
な
成
人
の
ユ
ー
ロ
を
子
供
扱
い
す
る
ご
ま
か
し
操
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81
（
ⅱ
）
ユ
ー
ロ
導
入
以
降
も
、
ソ
ブ
リ
ン
問
題
の
源
泉
と
な
る
南
欧
参
加
国
の
問
題
点
に
自
覚
で
き
な
か
っ
た
ユ
ー
ロ
研
究
家
…
…
83
●
ユ
ー
ロ
の
構
造
的
弱
点
を
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
的
に
指
摘
し
て
お
茶
を
濁
す
ご
都
合
主
義
●
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
を
監
視
監
督
す
る
機
関
の
欠
落
（
ⅲ
）
で
き
の
悪
い
だ
る
ま
落
と
し
・
・
・
国
際
金
融
に
関
す
る
基
礎
的
認
識
を
欠
い
た
代
償
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
87
●
基
軸
通
貨
の
歴
史
性
認
識
の
欠
如
・
・
・
ド
ル
基
軸
通
貨
に
関
連
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
●
基
軸
通
貨
と
経
常
収
支
尻
の
関
係
の
お
さ
ら
い
●
消
え
た
ギ
リ
シ
ャ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
を
勝
手
に
「
辞
任
」
さ
せ
る
暴
挙
・
・
・
ユ
ー
ロ
の
前
身
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
の
加
盟
履
歴
を
抹
消
む
す
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
93
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66
第
Ⅳ
節
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
成
立
ま
で
の
軌
跡
の
改
ざ
ん
（
ｉ
）
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
に
追
い
込
ん
だ
ソ
ロ
ス
も
真
っ
青
・
・
・
時
を
か
け
る
イ
ギ
リ
ス
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
と
も
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
加
入
し
て
い
な
い
ユ
ー
ロ
成
立
ま
で
の
欧
州
諸
国
通
貨
に
関
す
る
、
田
中
の
解
題
も
迫
力
満
点
で
あ
る
。「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
も
と
も
と
西
欧
諸
国
の
制
度
で
あ
っ
た
（
西
欧
七
カ
国
が
変
動
幅
±
二
・
二
五
％
の
正
規
メ
ン
バ
ー
、
イ
タ
リ
ア
は
±
六
％
の
特
別
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
）」（〈
田
中
二
〇
一
二－
①
四
一
八
頁
〉）
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
当
の
田
中
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
「
西
欧
七
カ
国
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
同
国
の
対
応
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
九
七
三
年
一
月
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
共
に
Ｅ
Ｃ
へ
加
盟
し
て
い
る
（
こ
れ
で
拡
大
Ｅ
Ｃ
九
カ
国
）。
一
九
七
三
年
三
月
、
Ｅ
Ｃ
六
カ
国
が
共
同
フ
ロ
ー
ト
に
入
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
は
単
独
フ
ロ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
三
月
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
創
設
さ
れ
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
通
貨
同
盟
を
廃
棄
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
時
点
に
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
さ
て
、
一
九
九
〇
年
七
月
経
済
通
貨
同
盟
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
第
一
段
階
が
始
ま
っ
た
が
、
も
と
も
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
九
〇
年
十
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
は
参
加
し
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
ポ
ン
ド
は
上
下
六
％
の
拡
大
変
動
幅
で
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
正
規
メ
ン
バ
ー
の
条
件
と
し
て
の
変
動
幅
±
二
・
二
五
％
と
は
違
う
（
イ
タ
リ
ア
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
で
も
±
六
％
）。
こ
の
点
か
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
入
っ
て
い
て
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
い
っ
て
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
構
成
要
因
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
変
動
幅
±
二
・
二
五
％
、
な
お
イ
タ
リ
ア
は
±
六
％
）
で
な
く
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
国
向
け
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
変
動
幅
±
六
％
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
欧
州
通
貨
の
混
乱
が
あ
っ
た
一
九
九
二
年
九
月
、
英
国
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
て
い
る
。
離
脱
し
た
時
点
に
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟
し
て
い
な
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
後
に
ユ
ー
ロ
に
代
替
さ
れ
る
。
一
九
九
四
年
一
月
Ｅ
Ｍ
Ｕ
が
第
二
段
階
に
入
っ
た
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
67
こ
と
を
う
け
て
、
欧
州
通
貨
機
関
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
前
身
）
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
Ｅ
Ｍ
Ｕ
が
第
三
段
階
に
入
っ
た
一
九
九
九
年
一
月
ユ
ー
ロ
誕
生
が
誕
生
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
廃
止
の
代
わ
り
に
設
け
ら
れ
た
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
て
い
な
い
国
の
参
加
を
近
い
将
来
、
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
も
参
加
し
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
遠
く
の
昔
の
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
に
入
る
た
め
に
は
最
低
二
年
間
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
属
す
る
必
要
が
あ
る
（〈
Ｅ
Ｃ
Ｂ
二
〇
〇
一
〉
一
六
八－
九
頁
）。
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
今
で
も
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し
て
い
な
い
。以
上
、
み
ら
れ
る
と
お
り
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
自
体
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
全
く
違
う
。
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
一
九
九
〇
年
十
月
八
日
に
加
入
し
て
い
る
。
田
中
の
い
う
よ
う
な
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
い
。
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
一
九
九
二
年
九
月
十
六
日
に
離
脱
し
た
の
が
欧
州
通
貨
危
機
の
話
で
あ
る
。
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
誤
認
し
続
け
足
か
け
三
〇
年
こ
こ
で
田
中
の
誤
認
を
再
度
、
列
記
し
て
お
く
。
二
〇
〇
三
年
の
時
点
か
ら
二
〇
一
二
年
の
時
点
に
も
、
誤
認
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
、
田
中
は
ユ
ー
ロ
問
題
の
権
威
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
岩
波
新
書
を
書
い
て
い
る
田
中
に
よ
る
と
、
一
九
九
二
年
の
「
九
月
一
七
日
」
に
「
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
投
機
に
耐
え
き
れ
ず
つ
い
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
離
脱
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
七
二
頁
）。
こ
れ
は
単
な
る
誤
記
で
は
な
い
。
別
の
と
こ
ろ
で
も
同
じ
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
危
機
が
激
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
離
脱
し
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
二
〇
頁
）。
実
は
こ
の
よ
う
な
誤
認
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
時
点
で
も
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
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を
離
脱
し
た
と
書
い
て
い
る
（〈
田
中
二
〇
〇
三－
③
〉
三
二
一
頁
）。
田
中
が
こ
の
点
を
混
同
し
た
の
に
は
大
き
な
わ
け
が
あ
る
。
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
と
イ
ギ
リ
ス
の
関
連
が
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
際
通
貨
体
制
は
英
米
主
導
に
な
っ
て
い
る
と
田
中
は
い
う
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
統
一
通
貨
、
統
一
市
場
を
う
た
う
Ｅ
Ｕ
な
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
統
一
通
貨
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
イ
ギ
リ
ス
が
統
一
通
貨
に
入
っ
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
金
融
の
中
心
地
と
ユ
ー
ロ
の
前
身
の
通
貨
同
盟
の
関
連
も
理
解
し
て
い
な
い
の
が
田
中
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
田
中
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
経
歴
に
詳
し
く
な
い
。
二
〇
一
〇
年
の
九
月
の
時
点
に
、
田
中
は
次
の
と
お
り
、
自
信
あ
り
げ
に
書
い
て
い
る
。「
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
余
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ユ
ー
ロ
と
共
に
日
々
を
生
き
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
常
に
考
え
、
調
査
も
し
て
い
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
回
の
執
筆
で
は
、
世
界
金
融
危
機
、
ギ
リ
シ
ャ
危
機
に
焦
点
も
絞
ら
れ
て
い
た
の
で
、
比
較
的
短
期
間
に
原
稿
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
三
四
頁
）。
相
当
自
信
を
持
っ
て
書
き
上
げ
た
。
そ
れ
が
こ
の
二
〇
一
〇
年
の
『
新
書
』
の
よ
う
だ
。「
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
余
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ユ
ー
ロ
と
共
に
日
々
を
生
き
て
き
た
」。
そ
の
結
果
が
現
在
の
田
中
の
頭
脳
活
動
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
さ
て
さ
て
、
ユ
ー
ロ
危
機
は
と
ん
で
も
な
い
派
生
物
も
生
み
出
し
て
く
れ
た
。
い
や
正
確
に
い
え
ば
、
元
々
あ
っ
た
も
の
。
生
み
出
し
た
の
で
な
く
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
し
ま
っ
た
と
表
現
し
た
方
が
適
切
だ
ろ
う
。
怪
し
い
典
拠
に
依
る
の
が
得
意
の
田
中
の
こ
と
。
そ
れ
を
封
印
す
る
材
料
を
示
す
。
当
の
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
記
録
書
で
あ
る
（“D
IA
R
Y
O
F
E
V
E
N
T
S
R
E
LE
V
A
N
T
T
O
T
H
E
IN
T
E
R
PR
E
T
A
T
IO
N
O
F
T
H
E
M
O
N
E
T
A
R
Y
ST
A
T
IST
IC
S：
1960－
2002”
）。
そ
こ
に
も
、
一
九
九
〇
年
十
月
八
日
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
加
入
。
九
二
年
九
月
十
六
日
に
離
脱
と
書
か
れ
て
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
入
、
離
脱
の
話
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
●
親
の
背
中
を
み
て
子
は
育
つ
・
・
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
も
つ
か
な
い
ユ
ー
ロ
問
題
権
威
の
師
弟
愛
岩
田
は
、
一
九
七
九
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年
三
月
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
開
始
さ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
欧
州
域
内
の
固
定
為
替
相
場
制
度
で
あ
り
、
安
定
通
貨
圏
を
形
成
す
る
通
貨
協
力
で
あ
る
と
い
う
（〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
一
〇
二
頁
）
と
こ
ろ
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
関
連
と
な
る
と
、
か
な
り
、
理
解
が
怪
し
く
な
り
、
説
明
も
ふ
ら
つ
く
。
岩
田
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
「
固
定
為
替
相
場
制
度
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
」
の
「
仕
組
み
」（〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
一
〇
二
、
一
〇
四
頁
）
を
三
つ
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
先
に
ふ
れ
て
お
い
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
岩
田
が
第
一
に
挙
げ
て
い
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
件
で
あ
る
。
岩
田
の
場
合
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
そ
れ
自
体
に
参
加
し
て
い
て
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
国
に
は
な
ら
な
い
点
を
テ
キ
ス
ト
の
ど
こ
に
も
明
記
し
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
当
初
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
は
参
加
し
て
い
て
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
参
加
し
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
。
実
際
、
岩
田
が
参
照
を
指
示
し
て
い
る
「
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
各
国
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
参
加
状
況
に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
」（〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
一
〇
三－
四
頁
）
と
し
て
い
る
件
の
「
表
1
」
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
九
〇
年
か
ら
九
二
年
ま
で
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
る
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
関
す
る
肝
心
の
説
明
は
何
も
な
い
。
そ
の
表
の
（
注
）
を
み
て
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
続
く
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
が
一
体
何
時
、
始
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
こ
れ
に
つ
い
て
も
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
本
文
に
も
イ
ギ
リ
ス
は
何
時
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
脱
し
た
の
か
、
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
岩
田
の
記
述
を
読
む
か
ぎ
り
、
一
九
九
〇－
九
二
年
ま
で
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
一
体
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
不
明
な
の
で
あ
る
（
入
っ
て
い
な
い
の
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
）。
無
論
、
そ
の
表
1
を
し
っ
か
り
読
み
取
れ
ば
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
注
6
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
通
常
変
動
幅
±
二
・
二
五
％
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
じ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
で
も
変
動
幅
が
±
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
同
じ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
で
も
、
変
動
幅
が
小
さ
い
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
変
動
幅
の
大
き
い
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
区
別
を
つ
け
て
い
な
い
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
位
置
づ
け
が
わ
か
ら
な
い
。
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も
っ
と
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
、
一
般
学
生
に
も
わ
か
る
記
述
に
し
た
と
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
変
動
幅
の
大
き
な
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
変
動
幅
の
小
さ
い
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
る
国
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
る
と
解
説
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
す
る
前
提
と
な
る
と
注
記
し
て
お
け
ば
よ
い
。
通
常
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
変
動
幅
が
小
さ
い
）
に
な
っ
て
い
な
い
ポ
ン
ド
の
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
加
入
せ
ず
、
変
動
幅
の
大
き
な
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
間
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
岩
田
に
は
そ
の
よ
う
な
初
歩
的
な
整
理
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
岩
田
に
も
田
中
の
よ
う
な
誤
認
が
続
く
。
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
も
入
っ
て
い
な
い
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
を
岩
田
の
記
述
か
ら
確
認
し
よ
う
。「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
は
、
Ｅ
Ｕ
新
規
加
盟
国
を
中
心
に
Ｅ
Ｕ
内
の
周
縁
国
が
、
ユ
ー
ロ
を
導
入
に
向
け
て
『
収
斂
』
し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」（〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
一
二
一
頁
）
と
な
っ
て
い
て
も
、
こ
の
引
用
個
所
の
前
後
の
頁
を
み
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
は
た
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
ど
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
記
述
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
も
遠
因
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
田
中
は
イ
ギ
リ
ス
が
一
体
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
不
明
に
な
っ
た
わ
け
の
こ
と
で
あ
る
（
否
、
元
か
ら
不
明
と
い
う
話
）。
岩
田
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
九
三
年
十
一
月
に
批
准
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
条
約
（
Ｅ
Ｍ
Ｕ
を
盛
り
込
む
）
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
実
現
の
た
め
の
条
約
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
前
身
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
イ
ギ
リ
ス
が
入
っ
て
い
る
の
か
否
か
、
は
っ
き
り
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
書
い
て
い
な
い
（〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
）。
し
か
も
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
関
し
て
の
扱
い
が
重
要
の
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
岩
田
や
田
中
の
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
記
述
に
つ
き
合
わ
な
く
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て
も
、
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
と
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
め
ば
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
明
快
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
深
刻
な
事
態
は
続
く
。
田
中
の
不
明
は
〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
の
岩
波
新
書
の
段
階
で
も
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
と
い
う
制
度
は
一
九
九
九
年
一
月
に
創
設
。
ユ
ー
ロ
未
加
盟
の
通
貨
と
ユ
ー
ロ
の
為
替
相
場
を
安
定
さ
せ
る
た
め
。
九
九
年
に
参
加
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
上
下
二
・
二
五
％
で
ユ
ー
ロ
に
変
動
。
ギ
リ
シ
ャ
は
上
下
六
％
。
そ
の
ギ
リ
シ
ャ
は
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
た
の
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
を
離
脱
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
二
〇
一
〇
年
も
上
下
二
・
二
五
％
の
変
動
幅
で
ユ
ー
ロ
相
場
へ
安
定
さ
せ
る
と
な
っ
て
い
る
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
〇－
二
一
頁
）。
こ
の
新
書
で
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
1
の
話
は
何
も
書
か
れ
る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
の
話
を
し
て
い
る
。
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。事
実
は
一
九
九
〇
年
十
月
に
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
（
上
下
六
％
の
拡
大
変
動
幅
）。
と
こ
ろ
が
田
中
は
一
九
九
〇
年
十
月
に
英
国
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
た
と
書
い
て
し
ま
っ
た
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
五
七
頁
）。
田
中
の
言
い
逃
れ
を
封
殺
す
る
た
め
に
、
該
当
個
所
を
引
用
し
て
お
く
。「『
プ
ラ
ザ
合
意
』
を
乗
り
切
り
、
安
定
度
を
高
め
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
対
し
て
求
心
力
が
高
ま
っ
た
。（
改
行
）
ま
ず
ス
ペ
イ
ン
が
八
九
年
六
月
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
が
九
〇
年
一
〇
月
に
、
と
も
に
中
心
レ
ー
ト
の
上
下
六
％
の
拡
大
変
動
幅
を
採
用
し
て
参
加
し
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
五
七
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
驚
く
べ
き
事
実
が
確
認
で
き
る
。
田
中
は
イ
ギ
リ
ス
ば
か
り
か
、
ス
ペ
イ
ン
の
経
歴
を
も
誤
認
し
て
い
る
こ
と
が
。
ス
ペ
イ
ン
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
た
の
は
一
九
八
七
年
五
月
十
三
日
で
あ
り
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
た
の
は
一
九
八
九
年
六
月
十
九
日
で
あ
る
。
そ
れ
を
田
中
は
ス
ペ
イ
ン
が
「
八
九
年
六
月
」
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
た
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
田
中
は
ス
ペ
イ
ン
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
履
歴
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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●Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
景
気
の
動
向
に
も
不
明
な
師
弟
愛
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
に
追
い
込
ん
だ
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
の
ソ
ロ
ス
で
あ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
救
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
二
年
九
月
十
六
日（
水
）、
ソ
ロ
ス
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
ポ
ン
ド
に
大
量
の
売
り
を
浴
び
せ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
ポ
ン
ド
切
り
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
、
ポ
ン
ド
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
金
利
は
低
下
し
、
す
ぐ
に
景
気
が
回
復
し
た
。「
暗
黒
の
水
曜
日
」
ど
こ
ろ
か
、「
純
白
の
水
曜
日
」
だ
っ
た
。
歓
声
を
上
げ
る
べ
き
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
（〈C
hancellor
〉
五
一
〇
）。
こ
の
点
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
副
総
裁
ギ
ー
ヴ
も
認
め
て
い
る
。
英
国
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
て
以
来
の
年
月
は
私
の
生
涯
で
最
も
成
功
し
た
、
安
定
し
た
時
期
で
し
た
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
初
め
、
イ
ン
フ
レ
は
先
行
す
る
一
〇
年
間
の
目
標
か
ら
一
％
以
上
も
乖
離
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
の
生
産
は
一
九
九
二
年
第
3
四
半
期
以
来
、
毎
四
半
期
、
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
失
業
も
一
九
九
〇
年
大
初
旬
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
時
か
ら
五
％
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
活
水
準
も
持
続
的
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
金
利
も
低
く
安
定
し
た
ま
ま
で
し
た（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
十
九
日
の
講
演
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。
田
中
が
少
し
で
も
国
際
金
融
の
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
は
『
金
融
立
国
』
で
一
六
年
連
続
の
好
況
を
謳
歌
し
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
一
四
五
頁
）
理
由
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
が
何
時
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
田
中
は
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
離
脱
し
た
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
以
降
の
「
一
六
年
連
続
の
好
況
を
謳
歌
」
し
た
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ら
ぬ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
●
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
国
の
中
身
も
お
ぼ
つ
か
な
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
解
題
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
関
す
る
錯
綜
し
た
田
中
の
理
解
は
、
少
な
く
と
も
一
九
九
〇
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
73
年
代
半
ば
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
は
、
田
中
素
香
編
著
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ：
欧
州
通
貨
制
度
ー
欧
州
通
貨
統
合
の
焦
点
』（
有
斐
閣
一
九
九
六
年
）
で
改
め
て
確
認
で
き
る
（〈
田
中
一
九
九
六
〉）。
要
す
る
に
田
中
は
一
五
年
間
以
上
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
関
係
も
知
ら
ず
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ユ
ー
ロ
問
題
の
権
威
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
田
中
に
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
関
す
る
適
切
な
理
解
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
単
一
通
貨
出
現
ま
で
存
続
す
る
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
正
し
い
。
一
九
九
〇
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
Ｅ
Ｍ
Ｕ
が
一
九
九
九
年
一
月
に
第
三
段
階
に
入
り
、
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
誕
生
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
任
務
を
終
了
す
る
。
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
Ｅ
Ｍ
Ｕ
へ
向
け
た
動
き
の
中
で
促
進
的
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
最
終
の
第
三
段
階
に
移
り
、Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
の
で
あ
る
（〈
Ｅ
Ｃ
Ｂ
二
〇
〇
六
〉
九
二
頁
）。
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
六
七
〜
六
八
頁
で
解
説
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
と
そ
の
前
身
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
田
中
の
信
じ
が
た
い
無
理
解
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
と
連
関
が
何
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
一
九
九
六
年
刊
行
の
著
作
の
内
実
で
あ
る
。
田
中
は
一
九
七
九
年
三
月
に
公
式
に
開
始
さ
れ
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
、
一
九
九
六
年
の
田
中
の
著
書
の
発
刊
の
時
点
ま
で
に
二
段
階
に
区
分
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
七
月
の
資
本
移
動
の
完
全
自
由
化
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
を
前
期
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
そ
れ
以
降
を
後
期
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
区
分
し
て
い
る
（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
一
一－
二
頁
）。
こ
の
時
期
区
分
は
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
第
一
段
階
に
お
け
る
資
本
移
動
規
制
の
廃
止
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
話
は
わ
か
り
や
す
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
何
事
に
お
い
て
も
錯
綜
し
た
説
明
の
好
き
な
田
中
の
こ
と
、
ご
て
い
ね
い
に
も
、
次
の
よ
う
な
別
の
区
分
も
追
加
し
て
し
ま
う
。「
一
九
八
八
年
八
月
〜
九
三
年
七
月
ま
で
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
〈
厳
格
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉
型
、
九
三
年
八
月
以
降
今
日
ま
で
を〈
弾
力
的
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉型
と
い
う
二
つ
に
パ
タ
ー
ン
分
け
し
て
、
そ
の
性
格
を
考
察
し
て
い
る
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
頁
）。
な
お
、「
今
日
ま
で
」
と
は
同
書
が
出
さ
れ
て
一
九
九
六
年
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。
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こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
田
中
が
、「〈
厳
格
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉
型
」
と
い
う
場
合
の
「
固
定
制
」
と
は
、
「
±
二
・
二
五
％
の
変
動
幅
を
持
つ
域
内
固
定
為
替
相
場
制
を
参
加
国
の
為
替
管
理
で
守
る
」
型
で
あ
る
（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
頁
）。
だ
が
、
そ
う
し
て
し
ま
う
と
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
の
か
か
わ
り
は
ま
っ
た
く
不
明
に
な
る
。
一
九
九
二
年
九
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱
す
る
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
の
対
Ｅ
Ｒ
Ｍ
変
動
幅
は
±
六
％
で
あ
る
（
田
中
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
と
混
同
）。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
十
月
八
日
で
あ
る
。
こ
の
事
実
と
田
中
の
解
題
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
実
に
お
も
し
ろ
い
話
が
飛
び
出
す
。
田
中
の
解
題
に
従
っ
て
し
ま
え
ば
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
一
九
九
〇
年
十
月
の
時
点
で
参
加
し
た
は
ず
の
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
お
ろ
か
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
も
参
加
で
き
な
く
な
る
。
同
じ
く
、
一
九
九
二
年
九
月
に
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
か
ら
離
脱
し
た
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
は
離
脱
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
を
示
し
て
み
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
入
っ
た
一
九
九
〇
年
十
月
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
枠
に
お
け
る
ポ
ン
ド
の
変
動
幅
は
±
六
％
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
田
中
版
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
す
な
わ
ち
、「
一
九
八
八
年
八
月
〜
九
三
年
七
月
ま
で
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
と
い
う
、
「〈
厳
格
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉
型
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
頁
）
の
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
入
れ
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
田
中
に
よ
る
、「〈
厳
格
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉
型
」
の
為
替
変
動
幅
は
±
二
・
二
五
％
だ
か
ら
、
変
動
幅
の
六
％
の
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
は
「
厳
格
な
固
定
制
」
の
田
中
版
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
範
疇
に
入
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
参
加
し
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
離
脱
し
よ
う
が
な
い
。
●
脅
威
の
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
発
揮
・
・
・
い
つ
の
間
に
か
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
み
ら
れ
る
と
お
り
、
田
中
に
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
不
当
な
評
価
で
あ
る
。
田
中
は
何
と
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
同
一
の
も
の
と
観
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
に
驚
く
べ
き
理
解
が
、
同
じ
二
頁
〜
三
頁
に
、
以
下
の
と
お
り
、
開
陳
さ
れ
て
い
る
。「
な
お
、
一
言
す
る
と
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
為
替
相
場
機
構
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E
xchange
R
ate
M
echanism
）
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
と
く
に
そ
の
よ
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
75
う
に
区
別
す
る
必
要
を
感
じ
な
い
の
で
、
本
書
で
は
為
替
相
場
機
構
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
呼
ん
で
い
る
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二－
三
頁
）
‼
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
区
別
を
つ
け
る
よ
う
、
田
中
に
説
示
し
て
も
無
駄
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
解
題
す
る
著
作
の
編
者
の
内
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
一
九
九
二
年
九
月
の
事
実
も
揉
み
消
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
九
二
年
九
月
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
離
脱
し
た
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
こ
う
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
区
別
の
つ
か
な
い
田
中
は
「
九
〇
年
十
月
に
英
ポ
ン
ド
が
」「
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
六
％
の
拡
大
変
動
幅
を
採
用
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
た
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
三
五
頁
）
な
ど
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
も
真
っ
青
に
な
る
記
述
を
敢
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ご
て
い
ね
い
に
も
、
田
中
は
同
著
「
第
六
章
後
期
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
で
も
「
●
英
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
」
の
小
項
を
設
け
て
く
れ
る
。「
英
国
は
一
九
九
〇
年
十
月
八
日
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
±
六
％
の
拡
大
変
動
幅
で
参
加
し
た
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
四
六
頁
）
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
解
題
し
た
著
者
の
頭
脳
の
内
面
の
一
端
で
あ
る
。
し
か
し
田
中
は
同
書
の
冒
頭
で
、「
一
九
八
八
年
八
月
〜
九
三
年
七
月
ま
で
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を〈
厳
格
な
固
定
制
プ
ラ
ス
資
本
移
動
自
由
〉
型
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
頁
）
と
、
あ
ら
か
じ
め
定
義
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
と
ん
で
も
な
い
混
乱
が
生
じ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
±
六
％
の
拡
大
変
動
幅
で
参
加
し
た
」
と
田
中
は
書
い
て
い
る
。
で
は
±
六
％
と
い
う
変
動
幅
の
大
き
な
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
が
一
体
ど
う
や
っ
て
±
二
・
二
五
％
と
い
う
「
厳
格
な
固
定
制
」
型
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
加
入
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
？
●
何
と
同
一
書
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
、
参
加
し
て
い
な
い
と
す
る
往
還
自
在
の
解
題
も
ち
ろ
ん
田
中
の
こ
と
。
話
を
面
白
く
す
る
才
能
は
豊
か
で
あ
る
。
田
中
が
編
著
に
な
っ
て
い
る
同
一
の
本
で
、
岩
田
健
治
は
田
中
と
ま
っ
た
く
正
反
対
の
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こ
と
を
書
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
岩
田
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
区
別
し
て
解
題
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
田
中
と
岩
田
の
二
人
、
正
し
い
理
解
と
誤
っ
た
理
解
を
同
一
頭
脳
内
部
で
沸
騰
さ
せ
る
共
通
性
が
あ
り
、
今
回
も
そ
れ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
く
れ
る
。
こ
の
岩
田
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
区
別
さ
れ
て
論
じ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
Ｅ
Ｃ
Ｕ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
構
成
通
貨
が
必
ず
し
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
為
替
相
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
））
に
参
加
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
英
国
の
ポ
ン
ド
は
一
九
九
〇
年
十
月
に
は
じ
め
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
、
九
二
年
の
通
貨
危
機
に
よ
り
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
構
成
が
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
」（〈
岩
田
一
九
九
六
〉
三
〇
六
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
岩
田
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
区
別
で
き
て
い
る
。
そ
の
区
別
が
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
田
中
が
編
者
に
な
っ
て
い
る
著
作
に
お
い
て
で
あ
る
‼
。
岩
田
の
場
合
、
田
中
の
よ
う
な
誤
解
か
ら
は
自
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
田
中
は
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
が
Ｅ
Ｃ
Ｕ
に
入
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
類
の
誤
解
を
岩
田
は
免
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
岩
田
の
記
述
を
素
直
に
読
め
ば
、
ポ
ン
ド
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
ろ
う
が
入
る
ま
い
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
不
可
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
。
岩
田
は
す
ぐ
に
脱
線
し
、
田
中
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
は
ま
る
。
本
文
で
は
注
と
正
反
対
の
話
を
創
作
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
注
の
あ
る
叙
述
の
本
文
で
は
、
何
と
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
話
を
開
陳
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、「
Ｅ
Ｃ
Ｕ
バ
ス
ケ
ッ
ト
構
成
通
貨
で
あ
る
ポ
ン
ド
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
離
脱
」（〈
岩
田
一
九
九
六
〉
三
〇
一
頁
）。
結
局
、
岩
田
は
蟻
地
獄
に
は
ま
っ
た
ア
リ
の
よ
う
に
、
田
中
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
巣
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
せ
っ
か
く
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
を
で
き
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
そ
の
区
別
を
取
り
払
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
一
息
入
れ
よ
う
。
田
中
の
混
乱
の
原
点
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
一
九
七
九
年
三
月
十
三
日
に
正
式
に
発
足
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
正
し
い
。
問
題
は
、
英
国
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
田
中
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
「
英
国
を
除
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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く
Ｅ
Ｃ
八
カ
国
・
七
通
貨
が
参
加
し
た
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
九
一
頁
）
と
記
し
、
他
方
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
と
も
に
設
立
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
Ｅ
Ｃ
九
カ
国
通
貨
の
一
定
量
を
含
む
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
の
通
貨
単
位
で
あ
る
」（
同
）
と
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（〈
田
中
一
九
九
六
〉
九
二
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
ポ
ン
ド
に
関
す
る
限
り
、
田
中
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｃ
Ｕ
を
一
応
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
田
中
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
話
を
し
て
い
な
い
。
実
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
そ
れ
ぞ
れ
別
物
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
欧
州
理
事
会
（E
uropean
C
ounsil
）
の
決
定
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
同
理
事
会
は
一
九
七
八
年
十
二
月
四－
五
日
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
創
設
を
採
択
し
て
い
る
。
三
つ
は
関
連
す
る
が
そ
れ
ぞ
れ
別
扱
い
な
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
の
立
場
か
ら
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
ポ
ン
ド
に
対
す
る
相
手
通
貨
相
場
の
中
心
レ
ー
ト
と
変
動
幅
を
決
め
、
こ
の
変
動
幅
の
枠
内
か
ら
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
ポ
ン
ド
相
場
を
維
持
す
る
た
め
に
無
制
限
の
介
入
義
務
を
負
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
の
欧
州
通
貨
危
機
の
際
、
大
量
の
介
入
操
作
を
行
っ
た
が
、
ポ
ン
ド
を
こ
の
変
動
幅
の
枠
内
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
の
で
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
、
以
降
、
復
帰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
●
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
誤
解
の
払
拭
・
・
・
欧
州
諸
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
へ
の
関
わ
り
の
経
緯
の
初
学
的
お
さ
ら
い
そ
こ
で
次
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
研
究
の
泰
斗
ト
ニ
オ
ロ
の
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
表
2
で
、
欧
州
諸
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
へ
の
関
わ
り
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
表
を
一
覧
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
を
意
味
す
る
わ
け
で
な
い
、
逆
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
入
が
即
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
参
加
に
な
る
わ
け
で
な
い
。
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コ
ン
川
を
渡
る
溺
れ
業
・
・
・
イ
ギ
リ
ス
を
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
は
め
る
勢
い
で
、
イ
タ
リ
ア
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
か
ら
は
ず
す
歴
史
的
偽
造
こ
の
ト
ニ
オ
ロ
の
表
と
田
中
の
理
解
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、
ま
た
ま
た
田
中
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
。
一
九
九
二
年
の
欧
州
通
貨
危
機
に
関
す
る
誤
認
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
先
ず
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
」
一
九
九
二
年
九
月
に
創
設
以
来
の
危
機
を
迎
え
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ポ
ン
ド
と
リ
ラ
が
離
脱
し
た
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
四
八－
一
四
九
頁
）
は
明
ら
か
な
誤
認
。
こ
れ
は
何
度
も
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
が
。
続
い
て
イ
タ
リ
ア
政
府
ま
で
田
中
の
誤
認
の
お
先
棒
を
担
が
さ
れ
る
。
田
中
の
得
意
な
で
っ
ち
あ
げ
話
で
あ
る
。
田
中
に
よ
る
と
、
「
な
お
イ
タ
リ
ア
政
府
は
『
リ
ラ
相
場
支
持
の
介
入
を
一
時
停
止
し
1
週
間
後
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
復
帰
す
る
』
と
声
明
し
た
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
四
九
頁
）
そ
う
で
あ
る
。
あ
た
か
も
典
拠
の
信
憑
性
を
つ
け
る
べ
く
、
引
用
符
ま
で
付
し
て
い
る
。
さ
て
、
典
拠
は
ど
こ
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
？
ビ
ア
ス
の
『
悪
魔
の
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
引
用
」
と
は
、「
他
人
の
言
葉
を
間
違
っ
て
く
り
返
す
行
い
。
間
違
っ
て
く
り
返
さ
れ
た
言
葉
」
だ
そ
う
だ
（
筒
井
康
隆
訳
）。
米
倉
が
当
た
っ
て
み
た
日
経
新
聞
の
報
道
（
一
九
九
二
年
九
月
十
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
十
七
日
、
イ
タ
リ
ア
の
国
庫
省
（
財
務
省
に
あ
た
る
）
と
イ
タ
リ
ア
中
央
銀
行
が
「
来
週
二
十
二
日
に
再
び
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
復
帰
す
る
予
定
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
の
共
同
声
明
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
は
九
月
十
七
日
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
の
で
あ
る
。『
悪
魔
の
辞
典
』
に
あ
て
は
ま
る
類
の
引
用
は
、
田
中
の
も
の
、
そ
れ
と
も
日
経
新
聞
の
も
の
の
ど
ち
ら
だ
ろ
う
か
？
為
替
相
場
切
り
下
げ
幅
の
計
算
も
怪
し
い
。
田
中
に
よ
れ
ば
、「
九
月
十
三
日
、
リ
ラ
、
七
％
の
平
価
切
り
下
げ
決
定
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉一
五
〇
頁
）と
な
っ
て
い
る
が
、
表
2
で
明
ら
か
な
と
お
り
、
リ
ラ
が
三
・
五
％
切
り
下
げ
、
そ
の
他
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
通
貨
が
三
・
五
％
切
り
上
げ
と
い
う
話
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
切
り
下
げ
幅
は
「
七
％
」
で
な
く
、
三
・
五
％
な
の
で
あ
る
。
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は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
単
純
計
算
も
で
き
て
い
な
い
。
「
九
月
十
七
日
ポ
ン
ド
Ｅ
Ｍ
Ｓ
離
脱
。
リ
ラ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
離
脱
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
一
五
〇
頁
）
も
二
重
の
間
違
い
。
ポ
ン
ド
は
「
十
七
日
」
で
な
く
、
十
六
日
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
。
リ
ラ
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
で
な
く
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
。
〈
田
中
一
九
九
六
〉
の
一
五
八
頁
に
あ
る
小
項
の
タ
イ
ト
ル
「
±
一
五
％
へ
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
変
動
幅
の
拡
大
」
は
、
一
九
九
三
年
八
月
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機
の
話
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
完
全
に
混
同
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
田
中
編
著
が
一
九
九
二
〜
九
三
年
の
欧
州
通
貨
危
機
の
こ
と
を
何
も
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
は
イ
タ
リ
ア
に
関
す
る
解
題
で
も
、
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
同
編
著
「
第
九
章
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
イ
タ
リ
ア
」（
執
筆
者
は
藤
川
和
隆
）。
そ
こ
で
は
田
中
の
誤
認
を
訂
正
す
る
絶
好
の
機
会
の
場
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
田
中
の
誤
解
を
前
提
に
記
述
さ
れ
た
ま
ま
な
の
で
、
こ
の
章
で
も
イ
タ
リ
ア
は
一
九
九
二
年
九
月
に
、「
つ
い
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
離
脱
に
追
い
込
ま
れ
た
」（
二
一
三
頁
）
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
リ
ラ
が
何
時
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
復
帰
し
た
の
か
、
明
記
も
さ
表2 欧州諸国のEMS、ERMへの関わりの経緯
EMS設立
ギリシャがEMS加入
スペインがEMS加入
ポルトガルがEMS加入
スペインがERMに参加
イタリア・リラを切り下げ、EMSにおける変動幅の縮減
EMUの第一段階。資本移動制限の廃止
イギリスがERMに参加
ポルトガルがERMに参加
EMSにおいてイタリア・リラは三・五％切り下げ、他のEMS10通貨
は三・五％切り上げ
リラ、ペセタ、イギリス・ポンドはEMSの変動限度幅の下限(floor)
を割り、イギリス・ポンドはERMを離脱
リラはERMを離脱
ERM危機。ERMを先制的に修正（大抵の通貨の変動幅一五％に拡大）
オーストリア、フィンランド、スウェーデンがEUと EMSへ加入
オーストリアはERMに参加
リラはERMに再参加
1979年3月13日
1985年7月1日
1987年5月13日
1987年11月10日
1989年6月19日
1990年1月5日
1990年7月1日
1990年10月8日
1992年4月6日
1992年9月14日
1992年9月16日
1992年9月17日
1993年8月10日
1995年1月1日
1995年1月9日
1996年11月24日
（出典）〈Toniolo〉の pp．683－691の年代記より
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れ
な
い
（
も
と
も
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な
い
）。
イ
タ
リ
ア
の
教
会
に
は
懺
悔
・
告
解
室
に
事
欠
か
な
い
よ
う
な
の
で
、
田
中
の
編
著
も
こ
の
告
解
室
に
収
め
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
結
局
、
ユ
ー
ロ
問
題
の
第
一
人
者
の
は
ず
の
田
中
は
一
九
九
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
中
味
を
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
再
度
、
確
認
す
る
が
田
中
は
ユ
ー
ロ
問
題
の
「
第
一
人
者
」
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
田
中
の
ご
都
合
主
義
的
な
叙
述
は
見
事
で
あ
る
と
い
う
し
か
な
い
。
ド
ル
不
足
現
象
問
題
で
は
、
拙
著
に
触
発
さ
れ
て
（
内
容
は
理
解
し
て
い
な
い
が
）、
こ
れ
に
理
解
の
な
い
岩
田
を
批
判
す
る
一
方
、
こ
の
岩
田
の
理
解
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
二
〇
一
二
年
の
段
階
で
も
こ
の
二
重
性
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
構
造
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
区
別
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
ま
た
そ
れ
ら
へ
の
加
盟
国
の
内
訳
も
知
ら
な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
表
1
に
も
示
し
た
と
お
り
、
田
中
は
み
ず
か
ら
が
典
拠
と
し
た
は
ず
の
文
献
の
内
容
を
正
反
対
に
解
題
す
る
離
れ
業
も
や
っ
て
の
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
持
ち
主
が
、
ユ
ー
ロ
問
題
や
国
際
通
貨
問
題
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
実
に
大
変
な
現
実
で
あ
る
。
そ
の
ご
都
合
主
義
の
最
た
る
も
の
が
、
ユ
ー
ロ
の
成
果
に
関
す
る
評
価
の
仕
方
で
あ
る
。
第
Ｖ
節
ユ
ー
ロ
の
制
度
設
計
と
現
実
に
関
す
る
認
識
（
ｉ
）
立
派
な
成
人
の
ユ
ー
ロ
を
子
供
扱
い
す
る
ご
ま
か
し
操
作
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
歴
史
の
中
身
も
お
ぼ
つ
か
な
い
田
中
の
こ
と
。
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
年
齢
も
不
明
な
の
で
あ
る
。
幻
影
の
再
生
産
は
こ
こ
で
も
や
ま
な
い
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
は
二
〇
一
〇
年
で
一
二
歳
、「
小
学
校
卒
業
の
年
」。「
そ
こ
で
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
た
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こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ロ
は
自
ら
を
改
革
し
、
さ
ら
に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
ⅳ
）。
実
に
驚
嘆
す
べ
き
評
価
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ユ
ー
ロ
の
前
身
は
一
九
七
〇
年
代
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
一
九
七
九
年
に
始
ま
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
は
一
九
九
〇
年
に
第
一
段
階
を
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
ユ
ー
ロ
の
前
身
か
ら
換
算
す
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
時
点
の
ユ
ー
ロ
は
小
学
校
卒
業
の
年
ど
こ
ろ
か
、
立
派
な
大
学
生
に
な
り
、
卒
業
し
て
社
会
人
の
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
年
齢
な
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
の
原
型
は
欧
州
の
先
進
国
同
盟
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
田
中
の
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
い
歴
史
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
在
の
ユ
ー
ロ
は
立
派
な
大
人
な
の
で
あ
り
、
田
中
の
よ
う
に
ユ
ー
ロ
を
い
つ
ま
で
も
小
学
卒
扱
い
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
自
身
に
も
失
礼
極
ま
る
話
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
一
番
自
覚
し
、
そ
れ
を
力
説
し
て
い
る
の
が
当
の
田
中
で
あ
る
。
田
中
自
身
は
、「
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
余
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ユ
ー
ロ
と
共
に
日
々
を
生
き
て
き
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
三
四
頁
）
と
宣
言
し
て
い
る
。
だ
か
ら
欧
州
に
お
け
る
通
貨
統
合
の
動
き
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
一
大
成
果
が
ユ
ー
ロ
の
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
二
〇
一
〇
年
の
ユ
ー
ロ
を
「
小
学
校
卒
業
の
年
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
「
共
に
日
々
を
生
き
て
き
た
」
田
中
自
身
の
認
識
力
も
、「
小
学
校
卒
業
の
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
田
中
の
記
述
だ
け
を
見
れ
ば
、「
小
学
校
卒
業
の
年
」
の
人
間
の
認
識
の
産
物
で
あ
る
と
錯
覚
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
錯
覚
に
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ユ
ー
ロ
の
経
歴
を
不
自
然
に
書
き
か
え
る
の
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
田
中
の
過
大
な
期
待
に
反
し
、
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
、
そ
し
て
現
在
進
行
中
の
ユ
ー
ロ
・
ソ
ブ
リ
ン
危
機
が
頻
発
し
、
ド
ル
に
対
抗
す
る
は
ず
の
ユ
ー
ロ
が
混
迷
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
は
小
学
校
卒
扱
い
で
大
目
に
見
て
く
れ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
当
の
田
中
こ
そ
、
ユ
ー
ロ
の
成
立
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
当
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
も
長
い
歴
史
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
が
田
中
の
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
実
際
の
田
中
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
成
立
・
発
展
の
経
緯
も
知
ら
な
い
ま
ま
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年
以
上
過
ご
し
て
来
て
い
る
。
そ
の
田
中
は
二
〇
一
二
年
の
新
書
に
お
い
て
、
南
欧
ユ
ー
ロ
諸
国
を
批
判
し
て
い
る
。「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
成
功
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
両
国
だ
け
で
な
く
、
マ
ル
ク
圏
同
盟
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
の
五
カ
国
）
と
の
共
同
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」、
「
経
済
・
通
貨
同
盟
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
継
承
す
る
事
業
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
先
進
国
か
ら
な
る
同
盟
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
一
九
七
頁
）
と
い
う
。
そ
し
て
、
現
実
に
は
、「
不
適
格
な
は
ず
の
南
欧
諸
国
が
ぞ
く
ぞ
く
と
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
〇
〇
頁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
ⅱ
）
ユ
ー
ロ
導
入
以
降
も
、
ソ
ブ
リ
ン
問
題
の
源
泉
と
な
る
南
欧
参
加
国
の
問
題
を
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
ユ
ー
ロ
研
究
家
●
ユ
ー
ロ
の
構
造
的
弱
点
を
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
的
に
指
摘
し
て
お
茶
を
濁
す
ご
都
合
主
義
田
中
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
原
因
は
ユ
ー
ロ
に
関
す
る
「
設
計
図
と
現
実
の
ズ
レ
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
一
九
九
頁
）
に
あ
る
そ
う
だ
。
そ
の
「
設
計
図
」
と
「
現
実
の
ズ
レ
」
は
次
の
と
お
り
に
な
る
。
先
ず
、「
設
計
図
」
で
あ
る
。「
経
済
・
通
貨
同
盟
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
継
承
す
る
事
業
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
先
進
国
か
ら
な
る
同
盟
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
一
九
七
頁
）
そ
う
で
あ
る
。
次
に
「
現
実
の
ズ
レ
」
で
あ
る
。
先
の
「
設
計
図
」
の
構
想
に
反
し
、
現
実
に
は
、「
不
適
格
な
は
ず
の
南
欧
諸
国
が
ぞ
く
ぞ
く
と
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
〇
〇
頁
）。
こ
れ
も
は
な
は
だ
し
い
ご
都
合
主
義
で
あ
る
。
表
2
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
南
欧
諸
国
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
半
ば
か
ら
ユ
ー
ロ
の
前
身
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
加
盟
し
て
い
る
。「
経
済
・
通
貨
同
盟
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
継
承
す
る
事
業
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
先
進
国
か
ら
な
る
同
盟
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
」
と
し
た
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
南
欧
諸
国
は
一
体
ど
う
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み
に
田
中
は
ギ
リ
シ
ャ
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
追
放
し
て
い
る
‼
）。
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こ
れ
が
田
中
に
よ
る
、「
設
計
図
と
現
実
の
ズ
レ
」
の
中
身
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
Ｅ
Ｕ
の
経
済
・
通
貨
同
盟
は
先
進
国
同
士
の
同
盟
と
し
て
設
計
さ
れ
た
の
だ
が
、
南
欧
諸
国
が
加
盟
し
、
発
展
水
準
の
低
い
諸
国
の
危
機
か
ら
ユ
ー
ロ
危
機
へ
と
発
展
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
一
九
四
頁
）
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
以
前
、
田
中
は
ユ
ー
ロ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
南
欧
諸
国
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
時
点
に
お
い
て
も
ユ
ー
ロ
参
加
国
の
中
の
南
欧
諸
国
に
関
す
る
問
題
に
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉。
こ
の
時
点
に
南
欧
諸
国
は
す
で
に
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
。
い
わ
ゆ
る
田
中
の
『
設
計
図
と
現
実
の
ズ
レ
』
の
話
を
何
も
し
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、「
ユ
ー
ロ
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
為
替
相
場
混
乱
か
ら
ま
も
る
』
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
一
貫
し
た
防
衛
ス
タ
ン
ス
を
受
け
て
設
計
さ
れ
、
誕
生
し
た
」（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
一
〇
八
頁
）
と
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
域
外
」
か
ら
の
為
替
相
場
混
乱
を
ど
の
よ
う
に
防
ぐ
か
と
い
う
問
題
に
絞
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
一
〇
九
頁
）。
ユ
ー
ロ
参
加
国
に
つ
い
て
問
題
に
し
始
め
た
の
は
二
〇
一
〇
年
以
降
の
著
書
、
論
文
か
ら
で
あ
る
。
問
題
が
発
覚
し
た
後
に
な
っ
て
始
め
て
、
し
た
り
顔
に
話
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
時
点
で
、
田
中
が
主
に
問
題
に
し
て
い
る
点
は
、「
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
未
参
加
国
の
ユ
ー
ロ
参
加
や
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
す
る
中
・
東
欧
諸
国
通
貨
と
の
為
替
相
場
安
定
な
ど
将
来
に
新
た
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
」（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
一
〇
九
頁
）
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
南
欧
ユ
ー
ロ
参
加
諸
国
の
問
題
は
何
も
論
じ
て
い
な
い
。
再
度
、
強
調
し
て
お
く
。
後
の
二
〇
一
〇
年
に
な
っ
て
飛
び
出
す
、「
不
適
格
な
は
ず
の
南
欧
諸
国
が
ぞ
く
ぞ
く
と
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
〇
〇
頁
）
と
い
う
視
点
は
、
二
〇
〇
三
年
の
段
階
で
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
二
〇
〇
三
年
の
時
点
で
田
中
が
表
明
し
て
い
た
不
安
と
は
、
対
ド
ル
で
一
・
一
六
八
ド
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ユ
ー
ロ
が
九
九
年
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十
二
月
に
は
一
ド
ル
を
切
り
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
は
〇
・
八
三
ド
ル
台
の
底
に
達
し
た
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
一
〇
四
頁
）。
ユ
ー
ロ
が
急
落
す
る
場
合
、「
国
家
を
持
た
な
い
弱
点
が
現
れ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
弱
点
を
克
服
す
る
の
は
、「
徴
税
圏
を
持
つ
Ｅ
Ｕ
、
財
務
省
を
持
つ
Ｅ
Ｕ
へ
の
政
治
統
合
の
み
」
で
あ
る
と
、
そ
れ
自
身
、
適
切
な
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
が
、「
こ
れ
ら
ユ
ー
ロ
の
弱
点
を
克
服
す
る
可
能
性
を
提
供
で
き
る
」（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
一
一
一
頁
）
と
、
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
田
中
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
金
融
危
機
に
は
十
分
に
対
処
で
き
な
い
と
示
唆
し
て
い
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
国
民
国
家
の
場
合
、
金
融
危
機
な
ど
に
は
、「
国
家
の
徴
税
権
を
背
景
に
強
権
を
用
い
て
実
施
で
き
る
」。
と
こ
ろ
が
、
ユ
ー
ロ
の
場
合
、
統
一
国
家
も
な
く
、
徴
税
権
も
な
い
の
で
、「
危
機
へ
の
介
入
も
結
局
の
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ロ
参
加
国
政
府
・
中
央
銀
行
に
委
ね
て
い
る
」（〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
は
適
切
な
理
解
を
示
す
。
●
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
を
監
視
監
督
す
る
機
関
の
欠
落
と
こ
ろ
が
、
こ
の
弱
点
が
ユ
ー
ロ
の
対
外
価
値
の
問
題
に
限
ら
れ
ず
、
ユ
ー
ロ
圏
内
の
金
融
危
機
の
発
生
の
場
合
も
、
大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
と
い
う
点
に
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ま
と
も
な
ユ
ー
ロ
研
究
者
は
そ
の
よ
う
な
点
は
二
〇
世
紀
末
の
時
点
で
周
知
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
八
年
時
点
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
指
摘
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
あ
る
い
は
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
に
関
し
、
最
後
の
貸
し
手
の
機
能
が
欠
如
し
て
い
る
点
を
重
大
視
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
は
、
ほ
と
ん
ど
専
ら
通
貨
政
策
に
集
中
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
銀
行
監
督
の
領
域
で
は
限
定
的
な
周
縁
的
な
役
割
し
か
な
く
、
個
々
の
金
融
機
関
へ
の
流
動
性
支
援
の
責
務
は
何
も
な
い
。
中
央
銀
行
の
役
割
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
広
い
範
囲
を
担
当
す
る
中
央
銀
行
の
場
合
、
金
融
安
定
を
保
証
し
た
り
最
後
の
貸
し
手
の
役
割
を
通
じ
で
流
動
性
を
供
給
す
る
こ
と
が
役
割
と
な
る
。
そ
し
て
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
の
場
合
、
最
後
の
貸
し
手
の
責
務
は
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
ど
こ
の
機
関
に
も
お
か
れ
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て
い
な
い
。
危
機
の
事
態
に
お
い
て
も
緊
急
流
動
性
の
中
軸
的
な
供
給
者
や
調
整
機
関
が
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る（〈
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｓ
〉
一
〇
六
頁
））。
当
時
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
対
し
て
国
家
当
局
が
監
督
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
な
ど
は
時
期
尚
早
と
さ
れ
て
い
た
（〈
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｓ
〉
一
〇
七
頁
）。
こ
の
結
果
、
中
央
銀
行
も
国
家
政
府
に
対
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
に
ま
た
が
る
金
融
市
場
の
安
定
を
保
証
す
る
、
あ
る
い
は
、
ユ
ー
ロ
諸
国
を
ま
た
が
っ
て
営
業
す
る
汎
ユ
ー
ロ
銀
行
の
監
督
の
責
務
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
決
定
的
な
の
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
は
最
後
の
貸
し
手
機
能
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
は
集
中
を
解
消
す
る
組
織
で
あ
り
、
ユ
ー
ロ
圏
に
属
す
る
各
国
中
央
銀
行
や
一
国
の
政
府
も
国
を
ま
た
が
る
広
域
な
金
融
市
場
の
不
安
を
鎮
め
る
術
が
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
、
二
〇
世
紀
末
時
点
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
指
摘
を
要
約
し
て
み
た
。
こ
れ
を
み
れ
ば
、
今
回
の
ユ
ー
ロ
・
ソ
ブ
リ
ン
危
機
の
発
生
を
見
事
に
予
想
・
的
中
さ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
視
点
を
再
び
引
用
し
て
お
く
。
「
欧
州
全
体
を
ま
た
が
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
た
時
、
一
国
レ
ベ
ル
の
中
央
銀
行
が
汚
染
リ
ス
ク
を
適
切
に
評
価
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
の
本
国
の
中
央
銀
行
が
簡
単
に
確
認
で
き
る
の
か
、
そ
の
こ
と
が
次
第
に
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
」
「
さ
ら
に
、
最
後
の
貸
し
手
政
策
が
集
中
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
中
で
は
、
管
轄
す
べ
き
対
象
範
囲
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
り
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
も
濃
淡
の
差
が
で
て
く
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
独
立
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
の
信
用
度
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
手
段
や
、
支
払
い
能
力
は
あ
る
も
の
の
流
動
性
を
失
っ
た
状
態
に
あ
る
金
融
機
関
へ
直
接
の
支
持
を
供
給
す
る
手
段
が
な
い
の
に
、
欧
州
の
金
融
市
場
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
」
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
持
続
し
そ
う
に
も
な
い
。
そ
し
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
い
ず
れ
、
危
機
管
理
と
銀
行
監
督
に
お
い
て
主
導
的
で
調
整
機
能
的
な
役
割
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
」（〈
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｓ
〉
一
一
〇
）。
と
こ
ろ
が
、
田
中
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
危
惧
の
指
摘
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。
最
後
の
貸
し
手
機
能
な
ど
が
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
欠
如
し
て
い
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る
の
か
否
か
、
そ
の
点
の
認
識
も
不
明
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
田
中
も
ユ
ー
ロ
に
対
す
る
不
安
が
表
明
さ
れ
る
向
き
の
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。「
Ｅ
Ｕ
の
通
貨
統
合
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
と
い
う
金
融
政
策
の
執
行
機
関
は
形
成
さ
れ
る
が
、
財
政
政
策
を
は
じ
め
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
日
米
の
よ
う
な
形
で
担
当
す
る
機
関
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
片
肺
飛
行
で
あ
る
と
し
て
強
い
懸
念
を
示
す
人
は
少
な
く
な
い
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
三
二
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
一
体
、
田
中
自
身
が
「
強
い
懸
念
を
示
す
人
」
に
同
調
す
る
の
か
否
か
、
不
明
で
あ
る
。
田
中
自
身
が
ユ
ー
ロ
に
感
じ
る
不
安
を
明
示
し
、
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
論
じ
る
個
所
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
（
ⅲ
）
で
き
の
悪
い
だ
る
ま
落
と
し
・
・
・
国
際
金
融
に
関
す
る
基
礎
的
認
識
を
欠
い
た
代
償
●
基
軸
通
貨
の
歴
史
性
認
識
の
欠
如
・
・
・
ド
ル
基
軸
通
貨
に
関
連
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
議
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
四
条
に
は
、
米
国
が
外
国
通
貨
当
局
保
有
の
ド
ル
残
高
を
金
一
オ
ン
ス＝
三
五
ド
ル
で
交
換
に
応
じ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
田
中
に
よ
る
解
釈
が
実
に
面
白
い
。「
直
接
に
は
外
国
通
貨
当
局
が
保
有
す
る
ド
ル
残
高
の
金
価
値
を
保
証
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
政
策
的
な
意
味
」
は
、「
米
国
の
通
貨
特
権
の
濫
用
を
抑
制
し
、
米
国
に
金
融
節
度
を
も
た
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
五
頁
）。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
ウ
ソ
で
あ
る
。
一
九
四
四
の
時
点
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
を
結
ぶ
場
合
、
第
二
次
大
戦
中
の
最
中
に
あ
る
の
に
一
体
、
ど
こ
の
国
が
「
米
国
に
金
融
節
度
を
も
た
せ
る
」
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
？
田
中
の
い
わ
ゆ
る
「
金
融
節
度
」
と
は
、
米
国
以
外
の
国
は
「
国
際
収
支
が
赤
字
に
な
る
と
金
外
貨
準
備
を
失
う
の
で
、
景
気
を
引
き
し
め
不
況
を
甘
受
し
な
が
ら
、
黒
字
へ
の
転
換
を
測
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
四
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
「
金
融
節
度
」
を
米
国
に
求
め
る
こ
と
が
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
制
度
成
立
時
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
の
ど
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
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田
中
が
参
照
し
て
い
る
と
い
う
堀
江
薫
の
「
Ｂ
Ｗ
固
定
制
の
制
度
」
に
関
す
る
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
解
説
書
」（〈
田
中
一
九
九
六
〉
二
七
頁
）
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
？
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
堀
江
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
解
説
書
」
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
田
中
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
成
立
時
の
基
本
的
歴
史
状
況
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
協
定
締
結
の
時
点
、
米
国
の
ド
ル
だ
け
が
通
貨
交
換
性
の
自
由
が
あ
り
、
そ
の
他
の
主
要
国
は
通
貨
の
交
換
性
が
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
八
条
国
に
も
な
れ
な
い
の
が
米
国
以
外
の
協
定
参
加
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
自
体
に
ド
ル
を
撒
布
す
る
機
能
な
り
責
務
は
何
ら
明
記
も
さ
れ
て
い
な
い
。
意
識
も
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
当
の
堀
江
は
ド
ル
の
金
交
換
に
関
し
、
ど
う
書
い
て
い
る
の
か
？
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
加
盟
国
通
貨
の
価
値
を
金
に
結
び
付
け
、
金
平
価
の
設
定
を
要
求
し
て
い
る
点
」（〈
堀
江
〉
一
九
二
頁
）
を
謳
っ
て
い
る
第
四
条
第
一
項
の
記
述
（「
金
ま
た
は
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
施
行
の
量
目
及
び
純
分
を
有
す
る
合
衆
国
ド
ル
」）
を
読
め
ば
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、「
ド
ル
平
価
の
設
定
を
も
っ
て
、
金
平
価
に
換
え
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」（〈
堀
江
〉
一
九
二
頁
）。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？
堀
江
に
よ
れ
ば
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
金
の
管
理
者
で
は
な
く
、
換
言
す
れ
ば
、
国
際
金
融
の
真
の
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
そ
の
体
制
が
そ
れ
自
体
一
つ
の
通
貨
体
制
た
り
え
な
い
と
い
う
事
実
、
す
な
わ
ち
ド
ル
本
位
制
と
い
う
ひ
と
つ
の
国
際
通
貨
体
制
に
乗
っ
た
、
そ
の
補
助
的
機
関
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
生
ず
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
」（〈
堀
江
〉
一
九
二
頁
）。
な
ぜ
な
ら
、「
各
国
の
通
貨
は
実
際
に
は
、
ド
ル
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
金
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
同
）、
だ
か
ら
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
金
平
価
な
る
も
の
は
、
そ
の
実
質
を
伴
わ
な
い
単
な
る
擬
制
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
」
（
同
）
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
田
中
が
い
う
、「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
解
説
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
四
条
に
関
す
る
堀
江
の
解
題
な
の
で
あ
る
。
田
中
自
身
が
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
解
説
書
」
と
評
し
て
い
る
堀
江
の
著
書
の
中
身
は
、
明
ら
か
に
、
田
中
自
身
か
ら
完
全
に
逸
脱
す
る
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内
容
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
田
中
で
な
く
堀
江
の
理
解
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
典
拠
に
あ
げ
て
い
る
文
献
と
正
反
対
の
内
容
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
田
中
の
文
献
渉
猟
の
ス
タ
イ
ル
、
あ
る
い
は
理
解
の
程
度
か
ら
す
れ
ば
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
。
●
基
軸
通
貨
と
経
常
収
支
尻
の
関
係
の
お
さ
ら
い
田
中
に
よ
る
と
、
ユ
ー
ロ
が
で
き
て
も
、「
ド
ル
の
地
位
は
揺
る
が
な
い
」
そ
う
で
あ
る
。
ド
ル
は
世
界
の
基
軸
通
貨
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ユ
ー
ロ
は
、「
欧
州
中
心
の
基
軸
通
貨
で
あ
る
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
④
〉
二
八
頁
）。
そ
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
が
基
軸
通
貨
に
な
れ
る
の
は
、「
ア
メ
リ
カ
は
経
常
収
支
の
赤
字
に
よ
っ
て
巨
額
の
ド
ル
を
毎
年
世
界
に
供
給
す
る
」
か
ら
で
あ
り
、
欧
州
中
心
の
ユ
ー
ロ
の
場
合
、「
ユ
ー
ロ
圏
の
経
常
収
支
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
お
り
、
外
貨
準
備
供
給
の
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
」（
同
）
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
経
常
収
支
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
お
り
、
外
貨
準
備
供
給
の
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
」
は
ず
の
ユ
ー
ロ
が
、「
〇
八
年
末
か
ら
〇
九
年
初
に
通
貨
危
機
に
陥
っ
た
ユ
ー
ロ
圏
外
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
」
へ
、「
ユ
ー
ロ
資
金
を
供
給
し
」
た
そ
う
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
、
ユ
ー
ロ
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
「
基
軸
通
機
能
も
発
揮
さ
れ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
二
①
〉
四
二
七
頁
）
の
証
し
に
し
て
い
る
。
で
は
ユ
ー
ロ
圏
は
非
ユ
ー
ロ
圏
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
対
し
て
、
経
常
収
支
の
赤
字
で
ユ
ー
ロ
を
供
給
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
う
い
う
馬
鹿
馬
鹿
し
い
愚
問
を
田
中
に
投
げ
か
け
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
田
中
は
も
っ
と
基
本
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
は
た
し
て
基
軸
通
貨
の
国
は
経
常
赤
字
の
国
と
い
う
の
か
？
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
金
本
位
制
の
時
代
の
基
軸
通
貨
の
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
経
常
収
支
黒
字
が
基
調
で
あ
る
が
、
一
体
ど
う
や
っ
て
世
界
へ
流
動
性
を
供
給
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
？
再
建
金
本
位
制
を
離
脱
し
た
一
九
三
〇
年
代
に
も
基
軸
通
貨
で
あ
り
続
け
た
ポ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
常
収
支
は
赤
字
の
基
調
だ
っ
た
。
経
常
収
支
が
赤
字
で
あ
ろ
う
と
黒
字
で
あ
ろ
う
と
、
同
国
の
ポ
ン
ド
は
基
軸
通
貨
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
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第
二
次
大
戦
終
了
以
降
の
ド
ル
も
、
米
国
の
経
常
収
支
が
赤
字
で
あ
ろ
う
と
黒
字
で
あ
ろ
う
と
、
基
軸
通
貨
の
地
位
を
維
持
し
続
け
、
二
一
世
紀
の
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
田
中
は
自
分
が
何
を
書
い
て
い
る
の
か
自
覚
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ロ
問
題
を
解
説
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
三
年
の
著
書
で
も
面
白
い
こ
と
を
書
い
て
く
れ
る
。
米
国
の
経
常
収
支
赤
字
は
九
七
年
に
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
で
一
・
五
％
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
五
％
と
な
っ
た
。
す
る
と
、「
こ
の
ト
レ
ン
ド
を
延
長
す
る
と
、
二
〇
〇
七
年
の
ア
メ
リ
カ
経
常
収
支
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
七
％
、
累
積
債
務
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
六
五
％
に
も
達
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
対
外
支
払
い
不
能
を
意
味
す
る
」（〈
田
中
二
〇
〇
三
②
〉
三
二
八
頁
）
そ
う
だ
。
こ
れ
を
是
正
す
る
の
は
ド
ル
の
大
幅
安
で
あ
る
と
い
う
（〈
田
中
二
〇
〇
三
②
〉
三
二
八－
九
頁
）。
さ
て
、
実
際
の
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
七
年
、
国
際
金
融
市
場
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
「
対
外
支
払
い
不
能
を
意
味
す
る
」
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
を
過
大
な
レ
バ
リ
ッ
ジ
で
調
達
し
て
い
た
の
が
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
レ
バ
リ
ッ
ジ
が
急
速
に
解
消
さ
れ
た
時
に
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
「
ド
ル
不
足
」
現
象
に
直
面
し
、「
支
払
不
能
を
意
味
す
る
」
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
事
実
も
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
大
学
生
が
田
中
の
講
義
を
聴
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
田
中
も
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
主
観
的
願
望
に
終
わ
っ
た
。
自
身
の
文
献
渉
猟
、
読
解
の
力
の
程
度
を
さ
ら
け
だ
し
な
が
ら
。
本
稿
の
最
後
も
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
事
実
の
指
摘
で
締
め
括
ろ
う
。
●
消
え
た
ギ
リ
シ
ャ
、Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
を
勝
手
に「
辞
任
」さ
せ
る
暴
挙
・
・
・
ユ
ー
ロ
の
前
身
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
の
加
盟
履
歴
を
抹
消
田
中
は
ま
る
で
法
皇
気
ど
り
な
の
か
？
二
〇
一
一
年
秋
に
任
期
満
了
で
退
任
し
た
ト
リ
シ
ェ
前
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
を
「
辞
任
」
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
一
一
年
十
月
八
日
付
け
の
Ｆ
Ｔ
紙
は
、「
ト
リ
シ
ェ
総
裁
の
辞
任
の
前
に
し
て
」（
二
〇
一
二－
①
四
二
四
頁
）、
ト
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リ
シ
ェ
に
関
す
る
社
説
の
載
せ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
国
債
買
い
介
入
が
法
的
に
問
題
に
な
り
、
こ
れ
が
、「
前
総
裁
と
シ
ュ
タ
ル
ク
Ｅ
Ｃ
Ｂ
理
事
の
辞
任
に
発
展
し
た
」（〈
田
中
二
〇
一
二－
①
〉
四
三
四
頁
）
そ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
シ
ュ
タ
ル
ク
は
辞
任
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
国
債
買
い
介
入
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ト
リ
シ
ェ
は
違
う
。
彼
は
任
期
八
年
満
了
を
も
っ
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
を
退
任
し
た
の
で
あ
る
。
退
任
と
「
辞
任
」
で
は
大
違
い
で
あ
る
。「
辞
任
」
し
た
の
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
前
専
務
理
事
の
ス
ト
ロ
ス
カ
ー
ン
で
あ
り
、
下
半
身
に
関
す
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
個
人
的
問
題
が
原
因
だ
っ
た
。
田
中
お
得
意
の
混
同
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
混
同
に
は
尾
頭
も
つ
く
。
ギ
リ
シ
ャ
の
こ
と
で
あ
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
、「
ギ
リ
シ
ャ
は
最
後
ま
で
参
加
し
て
い
な
い
」（〈
田
中
二
〇
一
二－
①
〉
四
一
八
頁
）
そ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
の
段
階
で
も
、
田
中
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
「
ス
ペ
イ
ン
は
八
九
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
九
二
年
に
参
加
」
し
た
と
書
い
て
く
れ
る
。
ト
ニ
オ
ロ
の
年
代
記
を
使
っ
た
表
2
に
示
す
と
お
り
、
ギ
リ
シ
ャ
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
一
九
八
五
年
七
月
一
日
に
加
入
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
、
一
九
九
九
年
一
月
に
創
設
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
へ
変
動
幅
上
下
六
％
で
参
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
た
の
で
、
自
動
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
を
離
脱
し
て
い
る
。
こ
う
書
い
て
い
る
の
が
当
の
田
中
な
の
で
あ
る
（〈
田
中
二
〇
一
〇
－
④
〉〉
二
〇－
二
一
頁
）。
田
中
の
不
明
は
、
二
〇
一
二
年
は
お
ろ
か
、
二
〇
一
〇－
④
の
岩
波
新
書
の
段
階
で
も
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
新
書
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
以
前
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
1
の
話
は
一
言
も
で
て
こ
な
い
。
い
き
な
り
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
の
話
が
飛
び
出
す
。
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
1
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
2
の
区
別
も
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
二
〇
一
二
年
の
段
階
に
及
ん
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
が
過
去
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
で
は
ス
ペ
イ
ン
に
関
す
る
田
中
の
認
識
は
ど
う
か
？
実
際
の
ス
ペ
イ
ン
は
八
七
年
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
加
入
し
、
八
九
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
「
ス
ペ
イ
ン
は
八
九
年
」
に
参
加
し
て
い
る
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
場
合
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は
？
八
七
年
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
、
九
二
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
田
中
の
筆
に
か
か
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
「
九
二
年
に
参
加
」
し
た
と
ね
つ
造
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
ど
う
か
？
田
中
は
こ
の
二
〇
一
二－
①
論
文
で
も
イ
タ
リ
ア
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
九
六
年
十
一
月
に
復
帰
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
イ
タ
リ
ア
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
抜
け
た
事
実
は
な
い
。
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
、
九
六
年
に
復
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
田
中
の
場
合
、
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
の
念
力
が
強
烈
な
よ
う
だ
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
も
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
・
離
脱
さ
せ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
も
離
脱
し
た
こ
と
も
な
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
勝
手
に
離
脱
さ
せ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
入
っ
て
い
る
は
ず
の
ギ
リ
シ
ャ
に
至
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
も
入
っ
て
い
な
い
と
解
説
す
る
。
こ
れ
ら
三
国
は
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
用
で
、
三
次
元
な
ら
ぬ
多
次
元
空
間
を
往
還
自
在
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
驚
く
べ
き
事
実
誤
認
の
持
ち
主
が
、
二
〇
一
二
年
現
在
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
り
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
研
究
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
国
の
う
ち
合
計
四
カ
国
の
加
入
履
歴
も
知
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
加
入
・
離
脱
の
経
歴
も
知
ら
な
か
っ
た
。
読
者
は
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
田
中
は
二
〇
一
〇
年
の
『
新
書
』
に
お
い
て
、「
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
余
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ユ
ー
ロ
と
共
に
日
々
を
生
き
て
き
た
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
を
。
ど
う
や
ら
、
田
中
は
自
身
の
研
究
履
歴
ま
で
も
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
で
書
き
換
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
田
中
自
身
は
、
前
Ｅ
Ｃ
Ｂ
シ
ュ
タ
ル
ク
理
事
の
次
の
よ
う
な
警
句
（
二
〇
一
一
年
四
月
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
挨
拶
文
）
を
再
度
、
思
い
起
こ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
通
貨
政
策
に
精
通
す
る
た
め
に
は
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
制
度
的
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」（〈
Ｅ
Ｃ
Ｂ
二
〇
一
一
〉
一
二
頁
）
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
「
き
ち
ん
と
し
た
理
解
」
を
欠
く
田
中
な
の
で
、「
ド
ル
不
足
」
現
象
と
い
う
「
ド
ル
流
動
性
が
豊
富
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
時
に
、
ど
う
し
て
そ
の
直
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後
に
ド
ル
不
足
が
激
化
し
た
」（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
こ
と
に
示
さ
れ
る
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
至
る
国
際
金
融
市
場
に
お
け
る
資
金
移
動
の
実
態
を
説
明
す
る
の
は
荷
が
重
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
さ
す
が
に
こ
こ
に
至
り
、
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
も
通
じ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
む
す
び
現
在
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
根
因
を
語
る
に
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
ド
ル
金
融
依
存
の
深
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
ド
ル
不
足
現
象
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
ユ
ー
ロ
誕
生
以
降
の
、
世
界
的
な
「
大
い
な
る
安
定
」
の
時
期
に
重
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
世
界
的
な
バ
ブ
ル
が
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
の
説
明
は
、
本
稿
が
取
り
あ
げ
て
き
た
日
本
の
ユ
ー
ロ
研
究
者
に
は
荷
が
重
す
ぎ
た
。
そ
の
よ
う
な
現
象
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
都
合
な
真
実
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ユ
ー
ロ
の
創
設
は
ド
ル
か
ら
の
自
立
の
た
め
で
あ
る
と
言
い
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
過
剰
ド
ル
説
を
セ
ッ
ト
に
し
な
が
ら
。
と
こ
ろ
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
、
最
近
の
ユ
ー
ロ
・
ソ
ブ
リ
ン
危
機
は
そ
の
よ
う
な
安
易
な
解
題
を
許
さ
な
く
な
っ
た
。
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
ユ
ー
ロ
誕
生
以
降
、
ま
す
ま
す
ド
ル
依
存
を
深
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
限
界
が
常
に
ド
ル
不
足
現
象
と
し
て
現
れ
る
。
ド
ル
過
剰
ど
こ
ろ
か
ド
ル
不
足
。
ド
ル
か
ら
の
自
立
ど
こ
ろ
か
ド
ル
依
存
。
そ
れ
が
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
を
取
り
ま
く
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
現
象
は
本
邦
の
ユ
ー
ロ
研
究
者
に
は
、
ま
さ
し
く
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ユ
ー
ロ
研
究
者
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
が
し
ば
し
ば
直
面
す
る
ド
ル
不
足
現
象
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
に
お
け
る
、
そ
の
現
象
の
先
行
研
究
に
は
筆
者
が
含
ま
れ
る
。
だ
か
ら
ユ
ー
ロ
研
究
者
は
筆
者
の
ド
ル
不
足
説
、
あ
る
い
は
筆
者
が
典
拠
と
す
る
文
献
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
内
容
理
解
は
お
よ
そ
信
じ
が
た
い
水
準
に
終
わ
っ
て
い
る
。
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
は
ず
の
文
献
と
は
正
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反
対
の
解
説
を
開
陳
す
る
。
そ
の
典
型
が
、
ド
ル
不
足
説
を
解
題
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
そ
の
反
対
と
な
る
説
を
典
拠
と
す
る
手
法
で
あ
る
。
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
し
ば
ら
れ
、
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
階
段
を
昇
り
続
け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
底
の
理
由
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
拙
稿
で
取
り
あ
げ
て
い
る
ユ
ー
ロ
研
究
者
は
ユ
ー
ロ
の
歴
史
に
も
実
は
暗
い
。
端
的
な
例
は
、
ユ
ー
ロ
の
前
身
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
の
内
訳
も
知
ら
な
い
こ
と
。
何
と
そ
の
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ア
の
四
カ
国
の
加
盟
履
歴
も
不
明
だ
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
研
究
の
第
一
人
者
達
と
み
な
さ
れ
る
研
究
者
の
現
状
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
二
〇
〇
七－
二
〇
〇
八
年
の
国
際
金
融
危
機
、
そ
し
て
現
在
も
終
息
し
て
い
な
い
ユ
ー
ロ
・
ソ
ブ
リ
ン
危
機
は
本
邦
に
お
い
て
重
大
な
派
生
物
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
ロ
研
究
者
が
ユ
ー
ロ
誕
生
以
降
の
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
構
造
的
体
質
を
何
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ユ
ー
ロ
成
立
ま
で
の
通
貨
史
に
も
暗
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。
こ
こ
に
、
意
外
性
な
き
首
尾
一
貫
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
第
二
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
を
み
て
と
れ
よ
う
。
引
用
文
献
一
覧
邦
文
岩
田
健
治
「
民
間
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
発
展
」
田
中
素
香
編
著
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ：
欧
州
通
貨
制
度
ー
欧
州
通
貨
統
合
の
焦
点
』
有
斐
閣
一
九
九
六
年
、
第
一
二
章
、
所
収
〈
岩
田
一
九
九
六
〉
「
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
危
機
が
顕
在
化
し
た
の
か
？
Ｅ
Ｕ
の
金
融
機
関
と
規
制
監
督
を
巡
る
諸
問
題
」『
世
界
経
済
評
論
』
二
〇
〇
九
年
三
月
〈
岩
田
二
〇
〇
九
〉
「
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ユ
ー
ロ
へ
」
田
中
素
香
編
著
『
新
国
際
金
融
テ
キ
ス
ト
3
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
〈
岩
田
二
〇
〇
八
〉
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岩
野
茂
道
「
ド
ル
本
位
制
の
構
造
」
岡
本
悳
也
・
楊
枝
嗣
朗
編
著
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』
文
眞
堂
、
二
〇
一
一
年
、
第
一
章
田
中
素
香
編
著
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ：
欧
州
通
貨
制
度
ー
欧
州
通
貨
統
合
の
焦
点
』（
有
斐
閣
一
九
九
六
年
）（〈
田
中
一
九
九
六
〉）
「
グ
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
為
替
相
場
制
度
」
田
中
素
香
・
藤
田
誠
一
『
ユ
ー
ロ
と
国
際
通
貨
シ
ス
テ
ム
』
蒼
天
社
、
二
〇
〇
三
年
、
第
三
章
〈
田
中
二
〇
〇
三－
①
〉
「
国
際
通
貨
ユ
ー
ロ
と
ユ
ー
ロ
圏
」
同
右
、
第
五
章
〈
田
中
二
〇
〇
三－
②
〉
「
世
界
お
よ
び
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
の
金
外
貨
準
備
の
動
向
と
ユ
ー
ロ
の
最
新
局
面
」
同
右
、
終
章
（〈
田
中
二
〇
〇
三－
③
〉
『
世
界
経
済
評
論
』
二
〇
〇
七
年
四
月
号
・
巻
頭
言
〈
田
中
二
〇
〇
七
〉
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
現
代
国
際
金
融
」、
田
中
素
香
編
『
新
国
際
金
融
テ
キ
ス
ト
3
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有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
〈
田
中
二
〇
〇
八
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「
深
刻
な
金
融
・
経
済
危
機
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」『
世
界
経
済
評
論
』
二
〇
〇
九
年
三
月
号
〈
田
中
二
〇
〇
九－
①
〉）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
危
機
と
「
ド
ル
不
足
」
問
題
」『
世
界
経
済
評
論
』
二
〇
〇
九
年
九
・
一
〇
月
号
（〈
田
中
二
〇
〇
九－
②
〉
「『
ド
ル
不
足
』
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
危
機
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央
大
学
『
経
済
学
論
纂
』
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五
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巻
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・
四
号
合
併
号
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〇
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年
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月
〈
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〉
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ー
ロ
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の
ソ
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界
経
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合
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と
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編
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ユ
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ロ
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ロ
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融
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楊
枝
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ル
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ロ
ッ
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〇
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〉
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ー
ロ
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融
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造
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融
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世
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経
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〇
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茂
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〇
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融
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〇
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〇
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〇
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〇
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慌
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国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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Ｂ
Ｃ
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〇
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〇
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②
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一
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危
機
の
真
相
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